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プラン名称 「宿題終わった︖」 町と子どもの伸びる夏

テーマ 復興に向け前向きに取り組んでいる⽅と連携した「観光まちづくり」

リーダー名 本間大暉
メンバー名 本間大暉、八鍬賢太、岡野谷知花

指導教職員名 ⻘⽊亮

問題認識

問題の解決策

提案プランの新規性

提案プランの実現計画

実現した場合の効果

町 や 個 人 単 位 で の 利 益 還 元 が さ れ に く い
県 が 主 導 す る 従 来 の 教 育 旅 行 で は 、

人 そ れ ぞ れ 「 復 興 」 の ゴ ー ル 意 識 が
違 う こ と に よ る 、 将 来 の 行 き 詰 ま り 感

町 や 個 人 単 位 に 利 益 が 還 元 さ れ る
「 教 育 旅 行 の 個 人 化 」 を テ ー マ に し た 提 案

「 伸 び る 」 と い う 意 味 を 持 っ た
新 し い 「 ふ っ こ う 」 （ 福 興 ） の ゴ ー ル 提 案

3 年 か け て 完 成 さ せ る ⻑ 期 来 訪 の 仕 組 み

学 年 に 合 わ せ た 最 適 な ア ウ ト プ ッ ト の 提 案

「 あ る 程 度 復 旧 し た 町 」 に ス ポ ッ ト を 当 て た
「 震 災 に と ら わ れ す ぎ な い プ ラ ン 」

「宿題終わった？」 町と子どもの伸びる夏

「 夏 の 自 由 研 究 」 を 観 光 の 目 的 に

小 学 4 年 生

小 学 5 年 生

小 学 6 年 生

町の読解力を身に着ける

O u t p u t

O u t p u t

O u t p u t

3 年 間 続 け て 来 訪 し 、 は じ め て 完 成 さ れ る テ ー マ

「福興」の実現
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提 案 内 容

他

山遊び・川遊びで
自然のおもしろさを
体感しよう

被災地区を回り
自然のこわさを
先生に学ぼう

職業体験を
させてもらおう

農家にて 漁業組合にて
職業体験を
させてもらおう

広野町を探検し

楢 葉 町 と 広 野 町

人 々 の 認 識

自分の視点で
町を観察しよう

楢葉町を探検し
自分の視点で
町を観察しよう

ワークシート

新聞

パンフレット
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プ ラ ン の キ ー パ ー ソ ン

【 自 由 研 究 ツ ア ー 隊 ⻑ 】 と し て 町 巡 り に 同 行

一般社団法人ならはみらい 森様

合同会社ちゃのまプロジェクト ⻘⽊様

in 楢葉町

in 広野町

協力了承済み

実 現 可 能 性

町の職員の方をはじめ、
福島大学教授の方など
様々な方に当プランへの
ご賛同をいただきました。

経 済 波 及 効 果

1 0 年 間 で 約 7 5 0 0 万 円

子 ど も ・ 町 へ の 効 果

・ 町 の 磨 き 方 が わ か る よ う に な る
・ 町 や 個 人 単 位 に 経 済 的 利 益 の 還 元


